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あと 2 年でボーイスカウト日本連 

盟創立 100 周年を迎えることを皆さ 

んご存じですか？ そして 100 周年 

を目指した長中期計画の中でのスロ 

ーガンは「活動的で自立したスカウト 

を育てよう！！」です。 

「活動的」は何となく理解できます 

が、「自立した」とはどんなスカウト 

になることなんだろうか？と考えてしまいます。皆さ

んはどうおもいますか？ 

これは自分の事は自分でやりましょう！⇒なろう。

一人前にに繋がっているのだと私は思います。何かを

やるのなら、人から言われた事をやるよりも、自分で

決めた事をやる方が楽しいですし、いつも付きまとっ

ている「だって・・・だから・・・」のだってさんや

だからくんにならないでいられます。 

12 月 20 日に目黒 1 団は 70 周年の式典を祐天寺・

祐光殿にて行います。 

これも 70 年間バトンを繋いでくれた保護者、先輩

リーダーや先輩スカウトのお陰です。 

皆さんと一緒に感謝の気持ちで 70 周年の式典に向

かいたいと思っています。 

１０月２５日、カブ隊では、サイクリング集会を行いま

した。  

今年は活動自粛や夏の舎営も中止となったこともあり、

祐天寺から外出する活動はかなり久しぶりとなりました。

行き先は国営昭和記念公園です。今回は、広大で様々な見

どころのある公園内を自転車で巡りつつ、チェックポイン

トで様々なプログラムを行うラリー形式としました。  

 電車で 1 時間ほど移動して公園に到着すると、さっそく

思い思いの自転車をレンタルし、移動を始めました。多く

の人でにぎわい混雑していたことや、借りた自転車との相

性が悪い(？)スカウトもいたこともあり、全員が移動する

のに少し時間がかかってしまいましたが、何とか最初のポ

イントに到着。  

最初にやってきたのは、広くて見晴らしのいい芝生の広

場です。まずはここで開会儀礼や簡単な朝ゲームを行いま

した。普段の隊集会では考えられないくらい広々と場所を

使うことができたので、なかなか気持ちが良いですね(笑)。

続いて、計測の訓練として、木と木の間の距離を歩測で測

るプログラムにチャレンジ。かなり正確に測定できたスカ

ウトが何人もいた一方で、2 倍以上の誤差が出たスカウト

もいて、一同びっくりでした(笑)。その後、スカウトの元

気が有り余っていそうな様子だったので、急遽予定を前倒

しして尾っぽ取りも行うことにしました。  

 思いっきり体を動かした後は再び自転車に乗って次の

ポイントへ移動し、昼食タイム。  

続いて、今度は賑やかな広場から一転し、落ち着いた日

本庭園にやってきました。ここでは、風景のスケッチを行

いました。広い庭園なのでみんな思い思いの場所に移動す

る…かと思いきや、ほとんど同じ場所に固まっていました

が…。  

 さらに移動をして、今度は自然豊かな森にやってきまし

た。ここでは、各自で指定された自然物 9 種類を森の中で

なるべく多く見つけ、さらにそれらを並べてビンゴゲーム

を行う「自然物ビンゴ」を行いました。まずは指定された

ものを見つけるため多くのスカウトが必死な様子を見せ

ていました。  

 さて、ここでタイムアップのため、公園の入口まで自転

車で戻り、祐天寺への帰路へとつきました。  

これから、気兼ねなく遠くへ出かけて活動ができるよう

に早くなってほしいですね！  

リーダーが引率に必死だったためサイクリング集
会なのに自転車に乗ってる写真が 1枚もありませ
ん…。大変申し訳ございません。。。。。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ボーイスカウト目黒１団機関紙・らしんばん    編集・作成：団委員会広報担当     No.716 （SINCE1959） 

隊集会ではパイオニアリングの練習として、信号塔

の模型を作りました。例年ボーイ隊の夏キャンプでは

丸太を使ってキャンプサイト内に 5 メートルほどの

高さの信号塔をたてていましたが、今年の夏はキャン

プが中止になってしまったため作ることができませ

んでした。  

今回は信号塔作成を経験したスカウトが居ないの

で、まず模型から始めることとしました。スカウトた

ちは完成イメージ図から各結束部の結びの種類を推

測し設計図を描きました。できた設計図を基にして割

り箸とタコ糸を使い縛っていくのですが、普段美化工

作で行う縛り作業よりも細かい作業となるため手の

器用なスカウトの才能が光りました。  

できた模型は実物を作成するときに見本として使

用します。  

次回の隊集会では実物大の作成を予定しています。

今度は大きな木材、太い縄を使うので力が必要となっ

てきます。  

コロナウイルスが蔓延した状態において宿泊を伴

うキャンプは出来ませんが、キャンプ中のプログラム

を隊集会で体験することができればコロナ禍の中で

もボーイスカウトらしい活動をしているという気分

になれるのではと思いながら活動をしています。  

レポート：柴田副長  

コロナ禍での開催ということで今回も集会時間

は 3 時間と短めでした。そのため、スカウト 5 人

で 2 つの模型を作ることになりました。模型のサ

イズの関係上手持ち無沙汰になってしまう時間も

多かったように感じました。次回以降また模型を作

る機会があればもっと時間をかけて一人一つ作っ

てコンテストのようなものが開催できるといいな

と思っています。  

集会の前半は経験の豊富なスカウトが初めての

スカウトに積極的に教えている姿も見られました。

教え方も上手で丁寧だったので指導者の出る幕は

ほとんどありませんでした。（笑）後半になるにつ

れて寒さもあってか黙々と作業するスタイルにな

っていきました。  

ロープ結びが苦手なスカウトも余った材料を使

って何回も練習をして頑張っていました。短い時間

だったので最後のほうは駆け足になってしまいま

したが完成した模型は初めて作ったとは思えない

ほどきれいな形だったので驚きました。次回の本番

が楽しみです！  

だんだん寒くなってくるなかでずっと座って作

業するのは大変だったかなと思います。次回はたく

さん動けると思うので期待していてください！  

レポート：山邊副長  

ボーイ隊は 10 月 25 日祐遊広場にて隊集会。内容はパイオニアリングの練習でした。 

この集会について２名の副長がレポートしてくれました！それぞれの見方の差も興味深い

ですよ。 


